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あることも報告されている。Kodera et al. (2008)で


















et al., 2015)を使用した。解析期間は 1958 年 12
月から 2019 年 2 月の北半球冬季であり、データの
水平解像度は 1.25 度、鉛直層数は 1000hPa か
ら 1hPa の 37 層である。6 時間毎のデータを日平
均して、解析を行った。プラネタリー波の伝播を示
すフラックス として、 Wave Activity flux(Plumb, 





事例を抽出する。30hPa 面において WAF の鉛直








示す WAFz の強い負の領域より、135W-90W のお








クトルは WAF(m2s-2)の x、z 成分を、陰影は WAFz(×
104)の負の領域を示す。単位ベクトルは、Fx=1.25















































𝜵 ∙ 𝑭  









































































面。ベクトルは WAF の y、z 成分を示す。(左)等値
線と陰影は東西風(ms-1)の気候値偏差を、(右)波の
収 束 発 散 (ms-1day-1) を 示 す 。 単 位 ベ ク ト ル は





断面。ベクトルは WAF の y、z 成分を、陰影と等値
線は WAFz の負の領域を示す。単位ベクトルは図 4
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ベクトルは図 3 と同様である。 
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